
令和８年度 第２回  鴨江小学校学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時    令和８年７月２９日（水） １３時３０分から１５時００分まで 

 

２ 開催場所     鴨江小学校 南校舎１階 会議室 

 

３ 出席委員     大石 宗一郎  原田 研次   山下 健一   奥田 一雄 

木全 美香    久保田世津子  國年 麻衣子  山口 利恵 

 

４ 欠席委員     なし      

 

５ オブザーバー  和田 祐哉  土戸 瞬熙 （県居協働センター） 

 

６ 学  校     杉山 友里（校長） 野中 律宏（教頭） 渡邊 夕紀子（教務主任） 

           中谷 喬子（ＣＳディレクター） 

           ※熟議には全教職員が参加 

 

７ 傍 聴 者     なし 

 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 中谷 喬子 

 

９ 議長の選出 

    司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、大石委員の立候補があり、

全員異議なくこれを承認した。 

 

10 協議事項 

（１）ビジョンの共有と中間評価 

（２）熟議 テーマ「鴨江小学校区でめざす子供像」  

  ① グループ熟議 

② 全体熟議 

・各グループの発表 

・委員による話合い 

・会長総括 

・感想記入 

 

11 会議記録 

司会から、委員８名のうち８名の出席があり、過半数を超えているため、会議が成立してい 

る旨の報告があった。 

 

（１）ビジョンの共有と中間評価について 

議長の指示により、教務主任から中間評価について説明があった。 

これを受け、「アンケート結果は１年生から６年生までのものか。経年変化が分かる情報が 

あるとよいのではないか。」という質問や意見があった。これに対して、「アンケート結果は全 

校児童分である。学校教育目標が昨年度から変わり、アンケート項目も昨年度から変わってい

る。学校教育目標や重点目標、グランドデザインの見直しを毎年行っているので、アンケート 

の文言も多少変更がある。これらを踏まえたうえでの昨年度との比較は可能である。」と回答し

た。 



（２）グループ熟議 

①「あいさつ」（先手あいさつ） 

②「自立性」（自分で考えて行動する力）を育てるために、どんな行動をすればよいか、 

具体的にどんなことができそうか 

について、４グループに分かれて熟議を行った。 

 

○ １班 (大石委員、木全委員、和田さん、渡邊教諭、後藤教諭、村松教諭、袴田教諭） 

   ①・地域では、子供たちは、挨拶をすれば返してくれる。一人の子には挨拶しづらい。 

   ・挨拶のよさや、どんな挨拶（声の大きさ等）が模範となるのか、子供たちに伝えてい 

    くことが大切である。 

   ②・子供たちにじっくり考える時間がないのではないか。失敗を気にして動けない子もい 

    るので、自分たちで解決することを促して、自信につなげたい。 

 

○ ２班 (原田委員、久保田委員、土戸さん、清水教諭、教頭、粟野教諭、竹内教諭） 

    ①・挨拶を充実させるために何ができるか子供に考えさせる → 自主性もＵＰする。 

    ・学年ごと、学級ごとに挨拶運動をしていく。学校の取り組みを保護者に周知する。 

②・「○○チャレンジ」は、目標・目的を明確にして、子供のやる気を引き出したい。 

   ・大人が見守る、時には放っておくことも大切ではないか。長い目で見ていきたい。 

 

○ ３班 (山下委員、國年委員、長岡教諭、冨田教諭、青木教諭） 

    ①・地域では、挨拶がお互いにできるように、大人が見本を見せ、声を掛けたい。 

・学校と家庭で、望ましい挨拶について、長期的な目で、継続的に指導したい。 

②・自立性は子供たちの自覚が必要である。学校、家庭、地域で、振り返って次につな 

    げる場面を設定することが大切である。子供が自分の好きなことを伸ばせるように 

したい。 

 

○ ４班 (奥田委員、山口委員、北村教諭、増田教諭、泉澤教諭、中谷ディレクター） 

   ①・朝や昼に遊ぶなど、教員と子供との関わりを増やしていけば、会話が増え、挨拶も 

    できる。 

   ・挨拶する機会を意図的に与える。型を教えることも大切である。大人同士の挨拶も 

  大事である。 

②・子供が自分で考えて行動する時間や場を大人の都合で奪ってはいけない。遊びの中 

  から意識や思いが生まれ、思いから活動が生まれる。このサイクルで自立性が育つ 

のではないか。 

  

○ 全体協議  

  ・自主性を重んじて行う活動が少ないのではないか。決められた中でやるだけでは育た 

   ない。地域の人がかかわることが重要で、大人が手本を見せる機会を増やしたい。 

・保護者が学校にお願いすることが多いのではないか。家庭がもっと子供とかかわる時 

間を大切にしたい。子供は親の姿を見て育つ。 

・社会や環境が変わり、挨拶も教育しないといけないようになってきた。そういった状 

況で子供を育てるので、みんなで考えながら進めていきたい。地域の協働センターな 

どで自由に遊べる時間を過ごせるようにしてあげたい。 

 

（３）その他連絡事項等 

  ・司会から、次回会議は令和８年10 月５日（月）午後１時30 分から午後３時まで会議 

室で開催する旨の報告があった。 


